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ル
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グ
ゼ
ン
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シ
ョ
ン
―

―
守
ら
れ
な
い
働
き
方
』

非
正
規
労
働
者
を
な
く
す
連
帯
し
た
闘
い
の
強
化
を

　

今
日
、
厳
し
い
雇
用
情
勢
が
続
く
な
か

で
、「
非
正
規
労
働
者
」
の
問
題
は
、
わ
が

国
に
お
け
る
労
働
問
題
、
労
働
組
合
運
動
の

中
心
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
派
遣
労

働
者
だ
け
で
は
な
く
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働

者
、
契
約
労
働
者
、
嘱
託
そ
の
他
雇
用
契
約

で
雇
用
期
間
を
短
く
定
め
ら
れ
て
働
い
て
い

る
各
種
の
形
態
、
名
称
の｢

非
正
規
労
働

者｣

が
、
共
通
し
て
常
に
雇
用
終
了
の
問
題

を
抱
え
、
雇
用
が
不
安
定
で
あ
り
、
し
か
も

賃
金
を
は
じ
め
労
働
諸
条
件
が
正
規
労
働
者

に
比
べ
て
非
常
に
低
く
、
厳
し
い
生
活
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
現
状
の
ま

ま
放
置
さ
れ
れ
ば
、
労
働
問
題
の
一
層
の
悪

化
、
労
働
組
合
運
動
の
衰
退
、
社
会
的
格
差

の
さ
ら
な
る
拡
大
、
日
本
社
会
の
将
来
的
発

展
の
活
力
の
喪
失
に
繋
が
る
、
そ
れ
ほ
ど
深

刻
か
つ
重
大
な
問
題
で
あ
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
発
表
し
た
「
就
業
形

態
の
多
様
化
に
関
す
る
総
合
実
態
調
査
」

（
２
０
１
０
年
１
０
月
現
在
、
５
人
以
上
の

民
営
事
業
所
対
象
）
に
よ
る
と
、
正
社
員
以

外
の
労
働
者
（
非
正
社
員
）
が
３
８
・
７
％

と
従
業
員
の
ほ
ぼ
４
割
に
の
ぼ
り
、
そ
の
内

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
（
２
２
・
９
％
）、
契

約
社
員
（
３
・
５
％
）、
派
遣
労
働
者
（
３
・

０
％
）
嘱
託
社
員
（
２
・
４
％
）
と
な
っ
て

お
り
、
企
業
が
あ
げ
る
非
正
規
雇
用
の
導
入
、

活
用
理
由
は
、「
賃
金
の
節
約
」（
４
３
・
８
％
）

「
仕
事
の
繁
閑
対
応
」「
賃
金
以
外
の
労
務
コ

ス
ト
の
節
約
」
な
ど
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
非
正
規
労
働
者
の
現
状
に
つ
い

て
、
最
近
、
厚
生
労
働
省
の
こ
の
調
査
で
も
、

ま
た
総
理
府
統
計
局
の
別
の
「
労
働
力
調
査
」

で
も
出
て
こ
な
い｢

非
正
規
労
働
」が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
実
態
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。　
　

　

そ
れ
は
、基
本
的
に
は
「
個
人
請
負
」、「
個

人
事
業
主
」、「
名
目
的
自
営
業
」
な
ど
の
個

人
請
負
契
約
や
業
務
委
託
契
約
の
形
式
に
基

づ
く
「
就
労
」
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、「
使
用
者
に
よ
る
指
揮
命
令
や
監
督
を

直
接
に
受
け
な
い
」
関
係
あ
る
こ
と
を
理
由

に
、「
労
働
性
」
を
認
め
ず
、
労
働
基
準
法
、

保
険
関
係
な
ど
一
連
の
労
働
者
保
護
の
ワ
ー

ク
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
な
い
労
働
と
さ
れ
、

一
方
の
契
約
当
事
者
で
あ
る
「
事
業
主
」
に

は
、
そ
の
労
働
に
対
す
る
一
切
の
使
用
者
責

任
は
回
避
さ
れ
て
い
る
と
い
う
働
か
せ
方
で

あ
る
。

　

本
書
・『
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
・
エ
グ
ゼ
ン
プ

シ
ョ
ン
ー
守
ら
れ
な
い
働
き
方
』
の
内
容

　

本
書
は
、
そ
の
働
か
せ
方
の
多
様
な
実
態

や
労
働
法
制
と
の
関
係
等
を
正
面
か
ら
取
り

上
げ
た
１
４
１
ペ
ー
ジ
の
冊
子
で
、
お
そ
ら

く
最
初
の
啓
蒙
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

二
部
構
成
に
な
っ
て
お
り
、「
第
一
部
・

守
ら
れ
な
い
働
き
方
」（
１
０
４
ペ
ー
ジ
分
）

は
、
こ
う
し
た
取
り
扱
い
で
働
か
さ
れ
て
い

る
「
保
護
さ
れ
な
い
労
働
者
」
を
抱
え
て
い

る
以
下
の
１
２
分
野
の
労
働
組
合
や
支
援
運

動
組
織
の
代
表
者
に
よ
る
実
情
報
告
―
そ
の

労
働
の
実
態
と
労
働
者
と
し
て
の
権
利
を
保

障
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
―
で
あ
る
。
第

外
国
人
家
事
労
働
者
の
法
的
関
係
な
ど
分
か

り
に
く
い
部
分
も
あ
る
が
、
余
り
に
も
人
権

と
労
働
法
を
無
視
し
た
理
不
尽
な
働
か
せ
方

に
驚
く
と
と
も
に
、
関
係
者
が
、
苦
し
み
な

が
ら
そ
の
改
善
を
め
ざ
し
て
闘
っ
て
い
る
状

況
を
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

　

・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
の
高
齢
者

の
「
生
き
が
い
就
労
」
障
害
者
の
就
労
と
労

働
者
保
護
の
問
題
、・
病
院
等
で
の
勤
務
医
、

研
修
医
、
大
学
院
生
の
労
働
問
題
、・
新
聞

配
達
者
の
労
働
問
題
、・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
受
信
料
の

集
金
労
働
、・
ア
ニ
メ
・
ビ
ジ
ネ
ス
業
界
現

場
の
労
働
実
態
、・
ホ
ス
テ
ス
の
労
働
問
題
、・

名
ば
か
り
個
人
事
業
主
の
商
品
個
配
労
働
者

の
実
態
、・
建
設
業
に
お
け
る
個
人
請
負
労

芹
澤
寿
良

　
非
正
規
労
働
者
の
現
状
―
「
保
護
さ
　

　
れ
な
い
」
個
人
請
負
労
働
の
増
加　脇田　滋【編著】（学習の

　友社、2011/08/20 ）
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働
の
問
題
、・
靴
工
家
内
労
働
者
の
働
き
方
、・

外
国
人
家
事
労
働
者
と
労
働
法
規
の
適
用
除

外
、・
国
内
労
働
法
令
が
完
全
適
用
さ
れ
な

い
基
地
従
業
員
な
ど
で
あ
る
。

　
「
第
二
部
・
労
働
法
抜
本
改
正
、
実
効
性

の
あ
る
”
働
く
ル
ー
ル
”
の
確
立
に
向
け
て
」

（
37
ペ
ー
ジ
分
）
は
、
実
践
的
立
場
か
ら
長

年
非
正
規
労
働
者
の
権
利
問
題
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
る
著
者
・
脇
田
滋
先
生
が
執
筆
し

た
部
分
で
あ
る
。

　

先
生
は
、
①
「
労
働
法
を
無
視
す
る
雇
用

慣
行
の
広
が
り
」
で
、
第
一
部
の｢

保
護
さ

れ
な
い
労
働
者
」
の
類
型
を
家
内
労
働
型
、

事
業
場
外
労
働
・
外
勤
者
型
、
運
転
手
型
、

一
人
派
遣
型
、
芸
能
関
係
者
・
ス
ポ
ー
ツ
選

手
型
、
特
殊
技
能
制
作
者
・
一
人
親
方
型
、

研
修
生
型
、
法
令
適
用
除
外
型
な
ど
が
あ
る

と
し
て
、
今
日
蔓
延
し
て
い
る
こ
の
よ
う
な

「
個
人
請
負
形
式
の
労
働
者
」
と
「
使
用
者

の
責
任
回
避
」
を
特
徴
と
す
る
働
か
せ
方
は
、

「
究
極
の
非
正
規
雇
用
形
態
」
と
い
え
る
も

の
だ
と
規
定
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
②
「
労
働
者
保
護
を
め
ぐ
る
国

と
使
用
者
の
責
任
」
で
は
、
そ
の
基
本
的
ポ

ン
ト
を
分
か
り
易
く
整
理
し
（
こ
こ
は
権
利

知
識
と
し
て
し
っ
か
り
と
理
解
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
）、
③
「
労
働
法
の
規
制
緩
和

と
脱
法
形
態
の
蔓
延
」
で
は
、
１
９
８
０
年

代
以
降
の
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
か
ら｢

労

働
法
崩
壊｣

へ
進
む
過
程
で
、
個
人
請
負
と

い
う
脱
法
的
な
形
態
が
急
速
に
広
が
っ
た
と

い
う
認
識
を
提
起
し
て
い
る
、
④
「
個
人
請

負
労
働
者
保
護
を
め
ぐ
る
課
題
」
に
お
い
て

は
、
最
高
裁
判
所
が
２
０
１
１
年
４
月
11
日

に
、
⑴
新
国
立
劇
場
と
契
約
し
て
い
た
日
本

音
楽
家
ユ
ニ
オ
ン
加
盟
の
オ
ペ
ラ
合
唱
団
員

は
、
各
公
演
の
実
施
に
不
可
欠
な
歌
唱
労
働

力
と
し
て
財
団
の
組
織
に
組
み
入
れ
ら
れ
て

い
た
と
し
て
、
労
組
法
上
の
労
働
者
に
当
る

と
し
、
そ
れ
を
前
提
に
不
当
労
働
行
為
の
成

否
を
審
理
さ
せ
る
た
め
東
京
高
栽
に
差
し
戻

す
判
決
を
下
し
た
こ
と
、
⑵
イ
ナ
ッ
ク
ス
製

品
の
修
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
カ
ス
タ

マ
ー
ズ
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｃ
Ｅ
）
が
労
組
法
上

の
労
働
者
に
あ
た
る
か
に
つ
い
て
は
、「
会

社
事
業
の
遂
行
に
不
可
欠
な
労
働
力
と
し

て
、
そ
の
恒
常
的
な
確
保
の
た
め
に
会
社
組

織
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
み
る
の

が
相
当
で
あ
る
」
な
ど
事
実
関
係
を
丁
寧
に

検
討
し
、
⑴
と
同
じ
く
Ｃ
Ｅ
が
労
働
組
合
法

の
労
働
者
に
あ
た
る
と
し
て
、
否
定
し
た
東

京
高
栽
判
決
を
破
棄
し
、
団
体
交
渉
拒
否
を

不
当
労
働
行
為
と
判
示
し
た
こ
と
、
こ
の
二

つ
の
内
容
を
紹
介
し
て
、
高
く
評
価
し
て
い

る
も
の
で
あ
る
。
判
決
は
労
働
法
学
界
に
大

き
な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
、「
労
働
者
性
」

の
法
的
捉
え
方
を
め
ぐ
る
議
論
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。

　

こ
の
判
決
に
基
づ
い
て
、
今
後
、
⑴
は
差

し
戻
し
審
、
⑵
も
団
体
交
渉
が
拒
否
さ
れ
て

７
年
振
り
の
団
体
交
渉
の
開
始
と
取
り
組
み

が
続
く
も
の
で
あ
る
が
、
当
事
者
の
労
働
者
、

労
働
組
合
、
支
援
組
織
の
粘
り
強
い
闘
い
の

成
果
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
因
み
に

連
合
は
、
⑴
に
つ
い
て
は
評
価
し
、
⑵
に
つ

い
て
は
、
全
労
連
加
盟
組
合
（
建
交
労
）
の

組
織
と
運
動
が
係
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
か
、
全
く
無
視
し
て
非
正
規
労
働
者
問

題
を
前
進
さ
せ
る
こ
の
最
高
裁
判
決
を
評
価

す
る
コ
メ
ン
ト
を
出
さ
な
い
と
い
う
狭
量
な

姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

　

⑵
は
、
国
際
的
な
労
働
基
準
を
設
定
す
る

Ｉ
Ｌ
Ｏ
が
、
１
９
９
０
年
代
以
降
、
世
界
各

国
で
使
用
者
の｢

関
連
労
働
法
を
潜
脱
・
回

避
す
る
違
法
な
労
働
力
利
用｣

が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
を
重
視
し
、
労
働
者
保
護
を
徹
底

す
る
立
場
か
ら
一
連
の
規
制
す
る
条
約
や
勧

告
を
出
し
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
に
し

て
、
２
０
１
０
年
の
６
月
総
会
で
採
択
さ
れ

た
「
雇
用
関
係
に
関
す
る
勧
告
」
の
労
働
者
、

労
働
組
合
の
闘
い
の
武
器
と
な
る
堅
持
す
べ

き
「
事
実
優
先
の
原
則
」、「
雇
用
関
係
の
存

否
判
定
の
詳
細
な
基
準
」、「
法
的
推
定
・
み

な
し
」
制
度
の
立
法
化
の
重
要
性
を
説
明
し
、

こ
れ
ら
の
国
際
的
到
達
点
を
踏
ま
え
て
、
脱

法
的
な
個
人
請
負
形
式
を
排
除
す
る
た
め

に
、
実
態
に
基
づ
い
て
労
働
者
概
念
を
広
く

捉
え
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
部
分

も
理
解
を
深
め
て
い
く
必
要
の
あ
る
重
要
な

個
所
で
あ
る
。

　

２
０
０
８
年
秋
以
降
の
大
量
の
派
遣
切

り
、
非
正
規
切
り
に
対
す
る
労
働
組
合
運
動

や
社
会
的
諸
運
動
の
怒
り
の
反
撃
の
流
れ
の

な
か
で
、
政
権
交
代
を
背
景
に
労
働
者
派
遣

法
の
改
正
案
が
不
十
分
な
が
ら
ま
と
ま
り
、

２
０
１
０
年
に
国
会
に
上
程
さ
れ
た
も
の

の
、
今
日
に
至
る
も
反
対
姿
勢
の
財
界
・
業

界
の
阻
止
策
動
、
マ
ス
コ
ミ
や
一
部
の
民
間

大
企
業
労
組
中
心
の
産
業
別
組
織
の
消
極
論

か
ら
未
だ
に
審
議
入
り
さ
え
さ
れ
て
い
な
い

状
況
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。

　

と
く
に
経
団
連
は
、
労
働
者
派
遣
法
改
正

や
新
た
な
非
正
規
労
働
者
の
規
制
強
化
の

「
有
期
雇
用
労
働
者
」
法
制
の
制
定
は
、
こ

れ
ま
で
に
な
く
強
硬
な
反
対
姿
勢
を
前
面
に

押
し
出
し
て
お
り
、
９
月
16
日
に
発
表
し
た

『
経
団
連
成
長
戦
略
２
０
１
１
』で
も「
近
年
、

労
働
者
派
遣
法
の
改
正
案
の
国
会
へ
の
上
程

に
加
え
、
有
期
労
働
契
約
お
よ
び
高
齢
者
雇

用
の
規
制
強
化
に
向
け
た
議
論
や
、
最
低
賃

金
の
大
幅
な
引
き
上
げ
な
ど
が
な
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
過
度
の
労
働
規
制
強
化
は
、

国
内
事
業
環
境
を
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
、
雇
用

の
減
少
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
強
い
」
と
脅

し
て
、
あ
く
ま
で
も
反
対
を
貫
く
姿
勢
を
表

明
し
、
政
府
に
対
し
て
は
、
１
７
４
項
目
の

「
規
制
改
革
」
要
求
を
突
き
付
け
、
雇
用
・

労
働
面
で
は
、
労
働
基
準
法
の
労
働
時
間
法

制
の
弾
力
化
―
裁
量
労
働
時
間
制
の
拡
大
や

労
働
者
派
遣
法
の
諸
規
制
の
撤
廃
な
ど
を
要

求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
財
界
の
強
硬
な
姿
勢
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
労
働
組
合
運
動
を
は
じ
め
と

す
る
社
会
的
情
勢
の
進
展
へ
の
深
刻
な
危
機

感
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

非
正
規
労
働
者
問
題
に
対
す
る
社
会
的
関

心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
政
府
・
厚
生
労
働

省
サ
イ
ド
が
「
今
後
は
、
雇
用
を
拡
大
さ
せ

て
い
く
中
で
と
も
に
正
規
雇
用
化
を
進
め
、

雇
用
の
安
定
・
拡
大
と
格
差
の
是
正
を
と

も
に
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

（
２
０
１
０
年
・
厚
生
労
働
白
書
）
と
強
調
し
、

省
内
の
「
有
期
労
働
契
約
研
究
会
」
や｢

パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
対
策
研
究
会｣

、「
労
使
関
係

法
研
究
会
」（
労
組
法
上
の
労
働
者
性
の
判

断
基
準
を
初
め
て
提
示
）
な
ど
も
非
正
規
雇

用
問
題
の
一
定
程
度
の
現
状
改
革
へ
の
政
策

的
提
言
や
報
告
書
等
を
相
次
い
で
発
表
、
ま

た
６
月
に
は
「「
非
正
規
雇
用
の
ビ
ジ
ョ
ン

に
関
す
る
研
究
会
」
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
、「
非
正
規
雇
用
ビ
ジ
ョ
ン
」
策
定
す

る
と
し
た
こ
と
。
ま
た
多
く
の
学
者
・
研
究

者
、
法
律
家
も
集
団
的
な
研
究
成
果
と
し
て
、

日
本
の
社
会
と
働
き
方
を
変
え
る
た
め
に

は
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
的
改
正
や
有
期

労
働
契
約
法
制
の
確
立
が
必
要
と
す
る
「
非

正
規
雇
用
改
革
」
の
論
陣
を
強
め
て
い
る
こ

と
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
や
福
島
原
発
の

発
生
と
い
う
新
し
い
情
勢
下
で
、
大
企
業
な

ど
の
「
非
正
規
切
り
」
や
解
雇
事
件
、
労
働

諸
条
件
の
切
り
下
げ
な
ど
は
強
行
さ
れ
て
、

そ
れ
に
対
す
る
抵
抗
、
闘
い
は
全
国
各
地
の

組
織
や
運
動
の
支
援
を
得
て
進
め
ら
れ
、
裁

判
闘
争
も
相
次
い
て
起
こ
さ
れ
て
い
る
と
い

う
労
働
組
合
運
動
の
新
し
い
情
勢
が
展
開
さ

れ
て
い
る
な
か
で
、
今
秋
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
の
連
合
は
「
非
正
規
労
働
者
の
仲
間

づ
く
り
と
労
働
条
件
底
上
げ
に
向
け
た
社
会

運
動
」
を
、
全
労
連
は
「
安
定
し
た
良
質
な

雇
用
の
実
現
を
め
ざ
す
派
遣
法
抜
本
改
正
、

有
期
労
働
法
制
、
パ
ー
ト
労
働
法
の
実
効
あ

る
改
正
」
の
運
動
を
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
を
は
じ
め
国

際
諸
組
織
と
も
連
携
し
て
強
い
決
意
で
進
め

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
こ
と
。

　

こ
の
両
組
織
の
各
取
り
組
み
や
あ
る
い
は

協
力
、
共
同
の
運
動
発
展
の
た
め
に
は
、
非

正
規
切
り
（
雇
止
め
）
や
労
働
諸
条
件
の
切

り
下
げ
に
反
対
し
、
正
規
労
働
者
化
の
実
現

を
め
ざ
す
上
で
、
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
本

書
が
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
、
①
権
利
主
張

を
た
め
ら
う
こ
と
な
く
、「
自
分
た
ち
は
労

働
者
で
あ
る
」
こ
と
を
確
信
し
、
強
く
主
張

す
る
こ
と
、
②
労
働
法
の
正
し
い
知
識
を
学

習
し
、
仲
間
に
広
め
る
意
識
的
な
宣
伝
を
行

う
こ
と
、
③
議
論
を
粘
り
強
く
重
ね
て
、
労

働
組
合
を
結
成
す
る
こ
と
、
④
要
求
実
現
の

団
体
交
渉
を
お
こ
な
う
こ
と
、
⑤
そ
の
成
果

を
労
働
協
約
で
確
認
さ
せ
る
こ
と
、
本
書
は
、

も
っ
と
大
き
な
展
望
を
提
起
し
て
い
る
が
、

職
場
や
地
域
で
最
低
こ
う
し
た
運
動
の
土
台

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
そ
し
て
地
方

や
全
国
の
レ
ベ
ル
の
正
規
雇
用
化
の
各
種
の

運
動
、
立
法
化
運
動
と
の
連
帯
、
団
結
が
形

成
さ
れ
た
時
、
正
規
雇
用
化
の
運
動
が
成
果

を
あ
げ
る
こ
と
が
現
実
に
可
能
と
な
る
で
あ

ろ
う
。

　
非
正
規
労
働
者
を
な
く
す
連
帯
し
た

　
闘
い
を
前
進
さ
せ
る
た
め
に


